
交通安全協会沼津地区支部

人身交通事故発生状況（速報値）

沼津警察署管内 11月 １～11月

件 数 75（‐16） 850（‐83）

死 者 数 ０ 1（‐3）

負 傷 者 数 85（‐25） 1,061（‐91）

詳しくは

年末の交通安全県民運動 令和７年12月15日（月）～12月31日（水）

～ 安全を つなげて広げて 事故ゼロへ ～

１ 物理的要因 ２ 社会的要因

３ 人為的要因

物流の繁忙期・帰省ラッシュ・クリスマス
や年末年始の買い出し…交通量や外出機会の
増加が各所での渋滞を招きます。
帰省・旅行等では道に不慣れな運転手が

いたり、物流の繁忙期により大型トラックが
増加したり、平常時と異なる環境が生じて
います。

年間で最も日照時間が短く、視界が悪い
時間が長くなります。また、交通量が増加
する夕方の帰宅時間帯に薄暮が重なることで
安全確認時に発見の遅れが生じます。
静岡県内では路面凍結が始まり、路面が

滑りやすくなったりミラーが曇ったりする
時期ですが、冬装備が準備できていないドラ
イバーもいます。

年末の忙しさから先を急ぎ、不注意や判断
ミスを招きます。また、繁忙期で仕事やプラ
イベートが忙しくなり、疲労が蓄積すること
で集中力も欠如しやすくなっています。
忘年会など飲酒の機会が増えることで、

飲酒運転による重大事故発生のリスクが高ま
る時期です。

外気温５℃を下回る
とフロントガラスが
凍結する恐れがあり
ます！
※その他気象条件に
よる

12月の物流は通常
の繁忙期の２倍以上
増加するといわれて
います！

いつも以上に

『ゆとり』をもつ意識
が交通事故防止に

つながります！
５分早く家を
出る…１週間
の予定を書き
出す…みなさん
も『ゆとり』
のための＋αを
してみません
か？

１ 物理的要因 ２ 社会的要因

３ 人為的要因

二輪車
自転車

第１当
増加！
※

※最初に交通事故に関与した車両等の運転者
または歩行者のうち、当該交通事故における
過失が重い者をいい、また過失が同程度の
場合には人身損傷程度が軽い者。
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